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Recently， the significance of university club activity has been increasing. 1n this paper， we 
investigate the process of community building within university student c1ubs through a qualitative 
approach. Consequently， four hypotheses concerning community building were generated from the 
study: (1) Students build community through recipr・ocalinteractions between in-group and out-group 
orientations; (2) Stuclents recognize the diversity within their community ancl realize mutual cohesion 
through activities; (3) Students employ some out-group resources in building their community; and (4) 
Students are supported by their associate members. 


























































































































NO.l 3 合唱(12) 37iJ三
No.2 1 リコー ダー アンサンプル(7)
No.3 2 ギター・マンドリンアンサンプル(2) 36i:j三
No.4 3 ブオークバンド (38) 42i:1三
No.5 管弦楽 (129) 42i:1三
NO.6 3 ブルースパンド (40)
































































































①外向けのきちんとした活動 おいて。きちんとしたものを行なうものとして位置づけられて No.2，No.3.No.4 
いる
演奏活動における具体的なテクニックに関して，集団の中で芭「
②技術的な多株性 No.l， No.2， NoムNo.4
見や技能レベルに多様性が存在している
活動を通してメンバ-[IJの考え万や活動に対ーするj主見における
①活動を通したズレの認議 ズレを認識している No・1，No.2， No.3， NoムNO.5
サークルのメンバー全体が関わる活動としてではなく.各メン
①ローカルな活動 No.l， No.3， No.5， No.6 パーがローカルに行っている活動
内総の演奏活動において，演奏の質や運営がスムーズにいくと
⑤|ゴヲ輸の淡奏活動における楽しさの{盃先 No.2， No.3， No.4， NO.6 
いったものより。 i当分たちの満足感や楽しさを優先している
j資奏活動を通して 1 新しい体制jや.新入生がその集団での活動
⑤演奏活動を通したメンバーの再生産 No.l， No.3， NO.5 
に甑れるといったメンパーの再生産が行なわれている
演奏活動を通して，全く知らない「外部Jの観客を含めて ー
⑦観客:との一体感 No.4， NO.5 
体感を感じている
柴田として. まとまっていくことやまとまりを感じることを
③凝集による楽しさ No.2， Noん No.5，NO.6 
「楽しいjと語る
外部のプロからの指2葬や演奏の補助を受けるなど，演奏活動に
①プlコからの支援 No.4， No.5 
おいて外部のプロから支援を受けている
⑪集団内のみの演奏活動 集団の内部だけで行う演奏活動を設定している No.l， No.2， No.3， No.4 
「内部!句けjの演奏活動に対して，外部向けの演奏活動を設定
。外部l勾けの演奏活動 No.l， No.2， No.3， No.4 
している
演奏するジャンルや，集団の伝統に則って f普通はこのよう
⑫コミュニティにおけるスタンダード No.l， No.2， No.3， No.4， NO.6 
に演奏を行うjというスタンダードがある
集団内や演奏ジャンルにおいて，定期演奏会といった毎年恒例
⑬メインとなる淡奏活動 No.2， No.3， NoムNO.5
のメインとなる演奏活動が設定されている
日 柴田内で，演奏活動について様々な考えや意克を持つメンバー⑪演奏活動に関する考えんの多禄tJ: ::~'.， J -， ""7'.\".，'n'~ -. - "J' ， ."， '7 ~ ， .CC，/L. '" J'J - / / ' No.l， No.2， No.3， No.4 
がいる
⑬活動を通した相互理解 活動を重ねることで成員[f，J士の相互理解が行われている No.2， No.4， No，5， NO.6 
演奏活動の実施や，コミュニティを維持するにあたって，円滑
⑬円滑な人間関係の重視 No.2， No.3， No.4 
な人知j関係を霊規している
メンバ一向士の意見の言い合いや Osからの意見を参考にす
⑪第三者の意克の重視 るなど第三者からみて I~I 分たちの演奏活動がどう見えるかと No. l， No.2， No.3， No.4 
いった客観的な意克を重視している
自分たちの演奏活動が観客からの評価やジャンルにおいて共有
⑬外部からの許制への志向 されている基準といった「外jの評価によって，良いと評価さ No.l， No.2， No.3， NoムNO.5
れたいという志向
⑮OBからのアドバイス 演奏活動やサークル運営に関して Osからのlt)J言を受けている No.l， No.2， No.3， No.4， No，5 
@他団体とのコラボ活動 他のj主体と協働して活動を行っている No.2， NO.6 
]:cj，、定される観客の許制Ijを意識して台プログラムの構成や白練習，






































































































































































































NO.3-1 : 1:j1間発表は OBさんにこの1:1にやりますよっていうのを郎知l
して i で来ていただいた OBさんにまあ実際に定期演奏会でやる IJをそ
のJI百番で演奏して，パフォーマンスでまあどこを直せばもっと良くなる
よとかそういう指摘をいただくのがヰl開発表ですね。
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